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修士論文要旨
【研究の背景と目的】
　我が国では少子化が進む中，出生児の小柄化が進んでい
ると考えられている．とりわけ，出生体重2500g未満出生児，
いわゆる低出生体重児が増加している．
　低出生体重児は，母体の高齢化や栄養障害が原因であり，
またそうした母体から出生した児は成人期におけるメタボ
リックシンドロームといった疾患のハイリスク群となると
言われている．しかしながら，我が国においては低出生体
重児の発現要因や出生後の疾病，障害に関する科学的知見
についてまとめた，いわゆる体系的文献レビューは，近年
報告までされていない．そこでまず，低出生体重児につい
て胎生期と出生後に分けそれぞれのリスク要因に関する体
系的文献レビューを行い、続いて低出生体重児の地理的な
偏在について時系列的に分析を，最後に低出生体重児発現
に関連する社会経済文化的要因に関する分析を行った．
【研究１】　低出生体重児の発現要因について，体系的文献
レビューを行い知見の整理を試みた．
　まずPubMedで，「low birth weight」「 risk factors」 
「pre-pregnancy」，医学中央雑誌web版を利用して，「低
出生体重児」「因子」「新生児」をキーワードにしたアンド
検索を行った．原著論文に限定し，469件が抽出された．タ
イトルおよび要旨から目的に該当する論文を選択し，最終
的に32編の文献が抽出された．抽出した32編の文献を分析
すると，リスク要因は１）生物医学的要因２）社会経済的
要因，３）ライフスタイル要因，４）胎児，胎盤要因の４
つに分類できた．またそれぞれの要因は，妊娠前と妊娠中
という時間軸で２つに分類できた．
　また，低出生体重児の発現要因については，カットオフ
値がほとんど定められておらず，生物医学的要因において
は臨床医が自身の経験からそれらのリスクに言及していた．
ライフスタイル要因においては，妊婦自身の健康知識・行
動がリスク要因に影響を及ぼすことが予想でき，これまで
以上に保健医療機関からの情報提供および妊婦教育が重要
であることが示唆された．
【研究２】　低出生体重児出生後の障害および疾病について，
体系的文献レビューを行い，知見の整理を試みた．
　まず，PubMedで「low birthweight」「development」
「adult」「disease」，医学中央雑誌web版で「低出生体重
児」「発達障害」「疾病」をキーワードにしたアンド検索を
行った．原著論文に限定し，463編が抽出された．それらの
文献から，タイトルおよび要旨から目的に該当する27編を
抽出．抽出した文献を27編の文献を分析すると，出生後の
疾病および障害は，１）出生直後および新生児期の疾病、
２）乳幼児期、学童期の疾病および発達障害、３）成人期
の疾病の３つに分類できた。成人期における疾病発生リス
クに関しては，大規模コホート研究の成果によって明確に
なることが考えられる．
【研究３】　我が国の低出生体重児の地理的な偏在と傾向の
把握を試みた．厚生労働省統計局e-statより1975年，1992
年，2009年の2500g未満出生率を抽出．その結果，全国的に
低出生体重児出生率が増加していることが明らかになった．
また，近年，東海地方に増加しているという特徴が得られ
た．低出生体重児出生率の高い山梨県と沖縄県は周産期医
療の水準が高いことが知られている．したがって周産期医
療の水準の高さからハイリスク妊娠や出産の母体が集中し
ていることが考えられる．
【研究４】　研究３をうけて，都道府県別の低出生体重児出
生率と社会経済文化的な要因との関連を検討するため，平
成21年の都道府県別低出生体重児出生率と，研究１抽出さ
れたリスク要因を，厚生労働省統計局統計の総合窓口
e-statから該当する因子を抽出し単相関分析を行い，次に，
それらの変数について，低出生体重児出生率を従属変数と
した重回帰分析をおこなった．その結果，単相関分析で有
意な相関関係を示した因子は，「未婚者割合」「離婚率」「高
年齢出産」「産科病院数」「給与世帯割合」であった．重回
帰分析で選択された変数は，「40歳～44歳女性出生率」のみ
であった．平成21年に限って言えば低出生体重児出生率に
影響を及ぼす因子は母体の高年齢であるということが明ら
かになった．他の因子が残らなかった要因としては，都道
府県別という大きな単位で比較するとそれぞれの因子間に
差がほとんどなく指標として精度が低かったという原因が
考えられる．
【総合考察】本研究において，マッチングできないデータを
使用した分析には限界があると考えられる一方で，単相関
では６つの因子が選択され，離婚や未婚といった指標が集
団に与える影響を完全には無視できない結果となった．
低出生体重児の出生，障害および疾病リスクに関する生態学的研究
Risk factor of birth, disorder and disease associated with Low Birth Weight
: an ecological study
田中　加奈（Kana Tanaka）　　指導：扇原　淳
